
知
識
を
学
ぶ
な
ど
、
学
び
直
し
の
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
や
高

知
県
、
職
能
団
体
と
共
同
で
開
催
し
て
い
る
公
開
講

座
等
も
あ
り
、
現
場
の
専
門
職
者
に
と
っ
て
身
近
な

課
題
の
解
決
策
を
検
討
・
提
案
す
る
な
ど
の
活
動
も

行
っ
て
い
る
。

　
特
に
、
教
員
を
対
象
と
す
る
教
員
研
修
に
関
し
て

は
、
高
知
県
教
育
委
員
会
の
委
託
を
受
け
て
免
許
更

新
研
修
会
を
実
施
し
、
国
語
教
員
、
英
語
教
員
、
家
庭

科
教
員
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
な
ど
が
、
2
0
1
5

年
度
に
は
、
40
人
参
加
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
専
門
職
者
と
共
に
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
大
学
と
し
て
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し

続
け
る
。

３
．産
学
官
民
と
の
連
携
事
業
を
通
し
て
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
大
学

　
産
学
官
民
連
携
で
は
、「
行
政
機
関
」「
保
健
医
療

機
関
」「
専
門
職
能
団
体
」
と
の
連
携
を
主
に
図
っ
て

い
る
。
高
知
県
は
も
ち
ろ
ん
、
高
知
市
、
安
芸
市
、

土
佐
市
、
香
美
市
、
佐
川
町
、
津
野
町
、
高
知
医
療

セ
ン
タ
ー
と
包
括
的
連
携
協
定
を
結
び
、
多
面
的
な

協
働
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
度
に
は
、
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
て
、①
高
知
県
中
山
間
地
域
等
訪
問
看
護
師
育
成

講
座
（
11
人
）、②
高
知
県
新
任
保
健
師
研
修
会
（
4
回

実
施
）、③
地
域
医
療
連
携
体
制
強
化
業
務
（
22
回
実

施
）、④
高
知
県
介
護
職
員
喀
痰
吸
引
等
研
修
（
6
回

実
施
）
の
ほ
か
、
土
佐
市
と
の
連
携
事
業
と
し
て
⑤

と
さ
っ
子
健
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、⑥
土
佐
市
地
域
ケ
ア

会
議
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
8
回
実
施
）
な
ど
、
地
域
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
食
品
生
産
管
理
高
度

化
講
座
（
17
回
実
施
）
を
実
施
し
て
き
た
。

　
今
後
と
も
、
一
層
の
産
学
官
民
と
の
連
携
を
強
化

し
、
地
域
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む
大
学
と
し
て
発

展
し
て
い
く
。

「
県
民
大
学
」で
あ
り
続
け
る
こ
と

　
本
学
は
、
歴
史
や
理
念
を
伝
承
し
つ
つ
、
教
育
―

研
究
―
社
会
連
携
の
有
機
的
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
発
展
し
て
き
た
。
現
在
、
教
員
も
学
生
も

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

対
策
」
が
あ
る
。
大
学
全
体
で
災
害
に
関
す
る
教
育

に
取
り
組
み
、他
大
学
と
の
共
同
研
究
、国
際
的
研
究
、

学
際
的
研
究
の
ほ
か
、
行
政
や
職
能
団
体
、
N
P
O
、

市
民
と
連
携
し
た
社
会
連
携
活
動
を
活
発
に
展
開
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
し
て
高
知
新
聞

（
2
0
1
6
年
12
月
22
日
）
は
、「
昭
和
南
海
地
震
で

奔
走
し
た
女
子
医
専
の
思
い
が
受
け
継
が
れ
る
」
と
、

医
専
の
大
先
輩
か
ら
、
共
同
災
害
看
護
学
専
攻
博
士

課
程
の
学
生
へ
と
本
学
の
理
念
や
歴
史
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
報
道
し
て
い
る
。

　
伝
統
は
、
時
代
の
中
で
、
社
会
の
中
で
吟
味
さ
れ
、

鍛
え
上
げ
ら
れ
て
こ
そ
、「
伝
統
」
と
し
て
受
け
継
が

れ
、
発
展
し
て
い
く
。
本
学
は
、「
伝
統
を
つ
む
ぎ
、

伝
統
を
創
造
す
る
、
県
民
大
学
」
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
願
い
、
今
後
と
も
、「
地
方
の
時
代
」
に
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
基
盤
と
し
て
、
教
育
・
研
究
・

社
会
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
学
際
性
を
推
進
し
て
い
く
。

と
人
間
生
活
学

研
究
科
人
間
生

活
学
専
攻（
前
期

課
程
・
後
期
課

程
）に
改
組
し
た
。

　
看
護
学
専
攻

は
、専
門
看
護

師
を
養
成
す
る

な
ど
、わ
が
国
で

も
先
駆
的
な
高

度
実
践
看
護
師

の
育
成
を
行
い
、

後
期
課
程
で
は

大
学
の
教
員
・

研
究
者
の
育
成
を
行
う
な
ど
、
高
度
な
専
門
性
を
有
す

る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
初
の
国
公
私

立
が
共
同
で
大
学
院
を
設
置
し
、
本
学
が
そ
の
責
任
校

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
共
同
災
害
学
専
攻
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
専
門
性
の
み
な
ら
ず
、

国
際
的
・
学
際
的
な
俯
瞰
的
視
野
に
立
っ
て
活
動
で
き

る
人
材
を
養
成
し
て
い
る
。

　
人
間
生
活
学
研
究
科
は
、
文
化
領
域
、
社
会
福
祉

領
域
、
生
活
科
学
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
学
際
的
な
学
問

的
探
求
を
行
う
全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
院
と

な
っ
て
い
る
。
多
く
の
学
生
が
働
き
な
が
ら
学
ん
で
お

り
、
ま
さ
し
く
地
域
の
知
の
基
盤
構
築
に
貢
献
し
て

い
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
学
院
に
お
け
る
試
み
は
、「
博
士
課

程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
が
ん
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
」
等
に
採
択
さ
れ

る
な
ど
、
本
学
全
体
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
く
、
国
際

的
・
学
際
的
な
交
流
の
開
始
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
基
に
、
2
0
1
6
年
に
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
今

後
さ
ら
に
、
国
際
的
・
学
際
的
な
知
の
世
界
を
自
由
に
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

研
究
の
特
徴

1
．高
知
女
子
大
学
早
期
か
ら
活
発
な
研
究
活
動
を
展

開
し
た
大
学

　
本
学
の
研
究
活
動
の
歴
史
を
「
紀
要
」
か
ら
振
り

返
る
。

　
高
知
女
子
大
学
紀
要
第
1
巻
は
1
9
5
2
年
に
発

刊
さ
れ
て
お
り
、「
人
文
・
社
会
系
」が
3
編
、「
自
然
系
」

が
10
編
の
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
か

ら
は
年
2
回
の
発
刊
と
な
り
、
第
2
巻
で
は
14
の
研

究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
県
花
の
「
や
ま
も
も

の
化
学
的
研
究
」
の
ほ
か
、「
高
知
県
の
山
村
に
お
け

る
食
・
衣
生
活
に
関
す
る
研
究
」「
高
知
市
山
手
に
お

け
る
恙
虫
に
関
す
る
研
究
」
等
々
、高
知
県
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
実
践
的
な
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
高
知
女
子
大
学
が
設
置
さ
れ
て
2
年
目
の
1
9
5
2

年
は
、
社
会
経
済
状
況
は
厳
し
く
、
研
究
環
境
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

な
か
、
紀
要
を
発
刊
し
、
研
究
活
動
を
社
会
に
発
信

し
て
い
く
と
い
う
学
問
へ
の
真
摯
な
姿
勢
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
第
5
巻
か
ら
第
47
巻
ま
で
は
、
家
政
学
部
は
自
然

科
学
編
に
、
文
学
部
は
人
文
・
社
会
科
学
編
に
分
化

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
48
巻
よ
り
順
次
、
社
会

福
祉
学
部
編
、
看
護
学
部
編
、
健
康
栄
養
学
部
編
、

地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
編

が
加
わ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
活
発
な
研
究
活
動
が
展

開
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

３
．外
部
資
金
を
獲
得
し
て
研
究
活
動
を
行
う
大
学

　
本
学
で
は
、
研
究
の
た
め
に
積
極
的
に
外
部
資
金

を
獲
得
し
て
い
る
。
2
0
1
5
年
度
で
は
、
応
募
可

能
な
教
員
の
7
割
以
上
が
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に

応
募
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
新
規
採
択
率
は 

42
・

4
％
（
全
国
第
4
位
）
と
い
う
高
い
獲
得
率
を
得
て

い
る
。

　
領
域
を
み
る
と
、
過
去
5
年
間
の
新
規
採
択
件
数

を
ベ
ー
ス
と
し
た
細
目
別
採
択
件
数
に
お
い
て
、
高

齢
看
護
学
が
全
国
第
1
位
、
社
会
福
祉
学
第
3
位
な

ど
と
、
優
れ
た
成
果
を
示
し
て
い
る
。

　
科
学
研
究
費
助
成
事
業
以
外
で
は
、
栄
養
食
品
領

域
で
7
つ
の
委
託
研
究
を
活
発
に
実
施
し
、
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
戦
略
的
国
際
科
学
技
術
協
力

事
業
」
の
支
援
を
受
け
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ネ
パ
ー
ル

で
災
害
看
護
に
関
す
る
研
究
も
展
開
し
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
度
の
教
員
研
究
科
活
動
成
果
は
、
著

書
18
、
論
文
1
4
1
（
う
ち
英
文
7
）、
学
会
発
表

1
4
6
論
文
（
国
際
学
会
28
）
と
、
積
極
的
な
研
究

活
動
を
社
会
に
向
け
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
学
術

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
外
部
資
金
を
獲
得
し
つ
つ
、
積
極
的

に
国
際
的
・
学
際
的
な
研
究
活
動
の
活
性
化
を
推
進

す
る
。

４
．地
域
・
現
場
志
向
の
研
究
を
積
極
的
に
展
開
す
る

大
学

　
高
知
女
子
大
学
が
設
立
さ
れ
た
当
初
か
ら
の
「
現

場
に
入
り
、
現
場
の
問
題
を
研
究
課
題
と
し
て
解
決

す
る
姿
勢
」
が
、
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
近

年
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
研
究
課
題
に
お
い
て

も
、
看
護
や
福
祉
で
は
ケ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発
、

実
践
・
介
入
方
法
の
構
築
、
臨
床
判
断
・
ア
セ
ス
メ

ン
ト
方
法
の
明
確
化
な
ど
の
テ
ー
マ
が
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
看
護
学
部
で
は
、
高
知
県
看
護
協
会
と
共

同
で
、
1
9
9
4
年
か
ら
2
0
1
5
年
ま
で
、
毎
年

10
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
担
当
し
て
、
臨
床
の
看
護
師

と
研
究
を
指
導
す
る
役
割
を
担
い
、
高
知
県
の
看
護

師
の
研
究
力
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
社
会
福
祉

学
部
で
は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
包
括
的
連
携

の
中
で
臨
床
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
の
共
同
研
究
を

実
施
し
て
い
る
。

　
本
学
の
理
念
を
踏
ま
え
、
人
間
中
心
の
社
会
の
構

築
に
向
け
て
の
研
究
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る
た

め
の
研
究
、
さ
ら
に
激
変
す
る
科
学
・
社
会
に
対
応

す
る
た
め
の
研
究
な
ど
を
、
積
極
的
に
展
開
す
る
。

そ
の
た
め
に
、地
域
・
現
場
の
重
要
課
題
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
重
点
的
研
究
を
戦
略
的

に
実
施
し
、
地
域
お
よ
び
産
学
官
民
と
の
連
携
を
図

り
、
実
践
―
教
育
―
研
究
を
一
貫
し
て
行
う
地
域
社

会
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

社
会
連
携
の
特
徴

1
．開
か
れ
た
大
学
と
し
て
県
民
と
共
に
学
ぶ
活
動
を

展
開
す
る
大
学

　
高
知
女
子
大
学
が
設
置
さ
れ
て
2
年
後
の
1
9
5
1

年
に
は
第
一
回
公
開
講
座
を
開
講
し
、
活
発
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、文
部
省（
現
文
部
科
学
省
）

委
嘱
の
公
開
講
座
が
始
ま
る
と
、
高
知
女
子
大
学
は

積
極
的
に
参
画
し
、
国
立
大
学
の
参
加
な
ど
ほ
と
ん

ど
考
え
も
及
ば
な
い
時
代
に
、
毎
年
公
開
講
座
を
開

催
し
、
教
員
が
安
芸
市
や
中
村
市
（
現
四
万
十
市
）、

檮
原
村
（
現
梼
原
町
）
等
に
赴
き
、
講
演
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

高
知
県
立
大
学
の
理
念

　
本
学
の
70
年
間
の
歴
史
に
わ
た
っ
て
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
「
価
値
」
が
、
定
款
、
学
則
、
そ
し

て
教
育
理
念
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
本
学
の
設
置
者
で
あ
る
高
知
県
公
立
大
学
法
人
は
、

本
学
と
同
法
人
設
置
の
高
知
工
科
大
学
と
の
共
通
理
念

と
し
て
、「
開
か
れ
た
教
育
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
広
い

知
識
及
び
高
度
で
専
門
的
な
学
術
を
教
授
研
究
し
、
豊

か
な
人
間
性
及
び
高
い
専
門
性
を
有
す
る
有
為
な
人
材

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
教
育
研
究
の
成
果
を

社
会
に
還
元
し
、
も
っ
て
地
域
社
会
は
も
と
よ
り
、
国

際
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
」（
高
知
県
立
大
学
法
人
定

款
　
第
1
章
総
則
第
1
条
）
と
謳
っ
て
い
る
。

　
本
学
の
学
則
で
は
、「
広
く
知
識
を
授
け
、
専
門
の

学
芸
を
教
授
研
究
し
、
も
っ
て
人
格
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
平
和
と
文
化
の
発
展
及
び
福
祉
の
増
進

に
貢
献
し
う
る
人
材
を
育
成
し
、
併
せ
て
地
域
社
会

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」（
高
知
県

立
大
学
学
則
第
1
条
）
と
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
学
の
教
育
理
念
と
し
て
は
、
50
年
に
わ
た

り
女
子
教
育
に
貢
献
し
て
き
た
伝
統
を
尊
重
し
な
が
ら
、

新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
得
る
質
的
な
変
革
を
行
い
、

21
世
紀
を
展
望
し
、
教
育
文
化
の
拠
点
と
し
て
地
域
と

共
に
発
展
す
る
大
学
と
し
て
、①
21
世
紀
に
お
け
る
新
し

い
価
値
観
の
創
造
、②
地
域
文
化
の
創
造
、③
豊
か
な
人

間
性
の
涵
養
を
重
視
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

　
本
学
は
、
戦
争
と
災
害
の
最
中
に
開
設
さ
れ
た
大

学
ら
し
く
、「
平
和
」「
文
化
」「
健
康
福
祉
」「
地
域

志
向
」、加
え
て
進
取
の
気
風
に
富
ん
だ
土
佐
ら
し
く
、

「
新
た
な
価
値
観
の
創
造
」
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
価
値
を
中
核
と
し
て
、「
教
育
」「
研
究
」「
社
会

連
携
」
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
る
。

教
育
の
特
徴

1
．新
た
な
知
に
挑
戦
す
る
大
学

　
本
学
は
、
新
た
な
学
問
を
築
く
こ
と
に
挑
戦
し
続

け
て
き
た
大
学
で
も
あ
る
。
1
9
4
9
年
に
設
立
さ

れ
た
高
知
女
子
大
学
は
、
家
政
学
部
生
活
科
学
科
を

設
置
し
、「
生
活
」
を
学
問
の
対
象
と
し
、「
生
活
科
学
」

と
い
う
新
た
な
学
問
を
創
出
す
る
と
い
う
大
き
な
使

命
を
担
っ
て
い
た
。

　
同
様
に
、1
9
5
2
年
に
家
政
学
部
に
増
設
さ
れ
た
看

護
学
科
は
、創
設
以
来「
看
護
と
は
何
か
」「
看
護
学
と
医

学
と
の
相
違
」な
ど
の
問
い
を
重
ね
、1
9
9
8
年
に
は

看
護
学
部
を
新
設
し
、看
護
学
の
構
築
に
貢
献
す
る
学
部

に
発
展
す
る
に
至
り
、そ
の
後
も
家
族
看
護
学
や
災
害
看

護
学
と
い
っ
た
新
た
な
知
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
礎
に
、
こ
れ

か
ら
も
大
学
全
体
と
し
て
「
新
し
い
価
値
観
の
創
造
」

に
挑
戦
し
、
新
し
い
学
問
分
野
を
開
発
す
る
こ
と
に

挑
戦
し
続
け
て
い
く
。

２
．実
践
の
学
を
志
向
す
る
専
門
職
者
を
育
成
す
る
大
学

　
本
学
は
、
終
戦
直
前
に
開
学
し
た
女
子
医
専
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
歴
史
か
ら
、
実
学
を
重
視
し
、
自
ら
が

考
え
、
主
体
的
に
課
題
を
解
決
す
る
実
践
者
、
教
職
、

栄
養
士
、
生
活
改
良
員
、
看
護
師
、
保
健
師
、
養
護
教

諭
な
ど
、
地
域
に
有
為
な
「
リ
ー
ダ
ー
」「
専
門
性
を

有
す
る
実
践
者
」
を
育
成
し
続
け
て
き
た
。
1
9
9
8

年
に
は
社
会
福
祉
学
部
が
新
設
さ
れ
、
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
を
、
看
護
学
部
で

は
助
産
師
、
健
康
栄
養
学
部
で
は
管
理
栄
養
士
を
養

成
し
て
い
る
。
保
健
医
療
福
祉
の
人
材
育
成
を
目
標

と
し
て
い
る
学
部
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
学
部
も
「
思

索
と
実
践
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
実
践
を
重
視

高 知 県 立 大 学 の 理 念 と 特 徴
高 知 県 立 大 学  副 学 長 　 野 嶋  佐 由 美

高知県立大学の理念と特徴高知県立大学の理念と特徴 014015



高知県立大学の理念と特徴高知県立大学の理念と特徴 016017

知
識
を
学
ぶ
な
ど
、
学
び
直
し
の
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
や
高

知
県
、
職
能
団
体
と
共
同
で
開
催
し
て
い
る
公
開
講

座
等
も
あ
り
、
現
場
の
専
門
職
者
に
と
っ
て
身
近
な

課
題
の
解
決
策
を
検
討
・
提
案
す
る
な
ど
の
活
動
も

行
っ
て
い
る
。

特
に
、
教
員
を
対
象
と
す
る
教
員
研
修
に
関
し
て

は
、
高
知
県
教
育
委
員
会
の
委
託
を
受
け
て
免
許
更

新
研
修
会
を
実
施
し
、
国
語
教
員
、
英
語
教
員
、
家
庭

科
教
員
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
な
ど
が
、
2
0
1
5

年
度
に
は
、
40
人
参
加
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
専
門
職
者
と
共
に
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
大
学
と
し
て
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し

続
け
る
。

３
．産
学
官
民
と
の
連
携
事
業
を
通
し
て
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
大
学

　
産
学
官
民
連
携
で
は
、「
行
政
機
関
」「
保
健
医
療

機
関
」「
専
門
職
能
団
体
」
と
の
連
携
を
主
に
図
っ
て

い
る
。
高
知
県
は
も
ち
ろ
ん
、
高
知
市
、
安
芸
市
、

土
佐
市
、
香
美
市
、
佐
川
町
、
津
野
町
、
高
知
医
療

セ
ン
タ
ー
と
包
括
的
連
携
協
定
を
結
び
、
多
面
的
な

協
働
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
度
に
は
、
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
て
、①
高
知
県
中
山
間
地
域
等
訪
問
看
護
師
育
成

講
座
（
11
人
）、②
高
知
県
新
任
保
健
師
研
修
会
（
4
回

実
施
）、③
地
域
医
療
連
携
体
制
強
化
業
務
（
22
回
実

施
）、④
高
知
県
介
護
職
員
喀
痰
吸
引
等
研
修
（
6
回

実
施
）
の
ほ
か
、
土
佐
市
と
の
連
携
事
業
と
し
て
⑤

と
さ
っ
子
健
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、⑥
土
佐
市
地
域
ケ
ア

会
議
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
8
回
実
施
）
な
ど
、
地
域
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
食
品
生
産
管
理
高
度

化
講
座
（
17
回
実
施
）
を
実
施
し
て
き
た
。

　
今
後
と
も
、
一
層
の
産
学
官
民
と
の
連
携
を
強
化

し
、
地
域
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む
大
学
と
し
て
発

展
し
て
い
く
。

「
県
民
大
学
」で
あ
り
続
け
る
こ
と

　
本
学
は
、
歴
史
や
理
念
を
伝
承
し
つ
つ
、
教
育
―

研
究
―
社
会
連
携
の
有
機
的
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
発
展
し
て
き
た
。
現
在
、
教
員
も
学
生
も

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

対
策
」
が
あ
る
。
大
学
全
体
で
災
害
に
関
す
る
教
育

に
取
り
組
み
、他
大
学
と
の
共
同
研
究
、国
際
的
研
究
、

学
際
的
研
究
の
ほ
か
、
行
政
や
職
能
団
体
、
N
P
O
、

市
民
と
連
携
し
た
社
会
連
携
活
動
を
活
発
に
展
開
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
し
て
高
知
新
聞

（
2
0
1
6
年
12
月
22
日
）
は
、「
昭
和
南
海
地
震
で

奔
走
し
た
女
子
医
専
の
思
い
が
受
け
継
が
れ
る
」
と
、

医
専
の
大
先
輩
か
ら
、
共
同
災
害
看
護
学
専
攻
博
士

課
程
の
学
生
へ
と
本
学
の
理
念
や
歴
史
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
報
道
し
て
い
る
。

　
伝
統
は
、
時
代
の
中
で
、
社
会
の
中
で
吟
味
さ
れ
、

鍛
え
上
げ
ら
れ
て
こ
そ
、「
伝
統
」
と
し
て
受
け
継
が

れ
、
発
展
し
て
い
く
。
本
学
は
、「
伝
統
を
つ
む
ぎ
、

伝
統
を
創
造
す
る
、
県
民
大
学
」
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
願
い
、
今
後
と
も
、「
地
方
の
時
代
」
に
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
基
盤
と
し
て
、
教
育
・
研
究
・

社
会
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
学
際
性
を
推
進
し
て
い
く
。

と
人
間
生
活
学

研
究
科
人
間
生

活
学
専
攻（
前
期

課
程
・
後
期
課

程
）に
改
組
し
た
。

　
看
護
学
専
攻

は
、専
門
看
護

師
を
養
成
す
る

な
ど
、わ
が
国
で

も
先
駆
的
な
高

度
実
践
看
護
師

の
育
成
を
行
い
、

後
期
課
程
で
は

大
学
の
教
員
・

研
究
者
の
育
成
を
行
う
な
ど
、
高
度
な
専
門
性
を
有
す

る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
初
の
国
公
私

立
が
共
同
で
大
学
院
を
設
置
し
、
本
学
が
そ
の
責
任
校

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
共
同
災
害
学
専
攻
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
専
門
性
の
み
な
ら
ず
、

国
際
的
・
学
際
的
な
俯
瞰
的
視
野
に
立
っ
て
活
動
で
き

る
人
材
を
養
成
し
て
い
る
。

　
人
間
生
活
学
研
究
科
は
、
文
化
領
域
、
社
会
福
祉

領
域
、
生
活
科
学
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
学
際
的
な
学
問

的
探
求
を
行
う
全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
院
と

な
っ
て
い
る
。
多
く
の
学
生
が
働
き
な
が
ら
学
ん
で
お

り
、
ま
さ
し
く
地
域
の
知
の
基
盤
構
築
に
貢
献
し
て

い
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
学
院
に
お
け
る
試
み
は
、「
博
士
課

程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
が
ん
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
」
等
に
採
択
さ
れ

る
な
ど
、
本
学
全
体
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
く
、
国
際

的
・
学
際
的
な
交
流
の
開
始
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
基
に
、
2
0
1
6
年
に
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
今

後
さ
ら
に
、
国
際
的
・
学
際
的
な
知
の
世
界
を
自
由
に
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

研
究
の
特
徴

1
．高
知
女
子
大
学
早
期
か
ら
活
発
な
研
究
活
動
を
展

開
し
た
大
学

　
本
学
の
研
究
活
動
の
歴
史
を
「
紀
要
」
か
ら
振
り

返
る
。

　
高
知
女
子
大
学
紀
要
第
1
巻
は
1
9
5
2
年
に
発

刊
さ
れ
て
お
り
、「
人
文
・
社
会
系
」が
3
編
、「
自
然
系
」

が
10
編
の
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
か

ら
は
年
2
回
の
発
刊
と
な
り
、
第
2
巻
で
は
14
の
研

究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
県
花
の
「
や
ま
も
も

の
化
学
的
研
究
」
の
ほ
か
、「
高
知
県
の
山
村
に
お
け

る
食
・
衣
生
活
に
関
す
る
研
究
」「
高
知
市
山
手
に
お

け
る
恙
虫
に
関
す
る
研
究
」
等
々
、高
知
県
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
実
践
的
な
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

高
知
女
子
大
学
が
設
置
さ
れ
て
2
年
目
の
1
9
5
2

年
は
、
社
会
経
済
状
況
は
厳
し
く
、
研
究
環
境
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

な
か
、
紀
要
を
発
刊
し
、
研
究
活
動
を
社
会
に
発
信

し
て
い
く
と
い
う
学
問
へ
の
真
摯
な
姿
勢
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
第
5
巻
か
ら
第
47
巻
ま
で
は
、
家
政
学
部
は
自
然

科
学
編
に
、
文
学
部
は
人
文
・
社
会
科
学
編
に
分
化

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
48
巻
よ
り
順
次
、
社
会

福
祉
学
部
編
、
看
護
学
部
編
、
健
康
栄
養
学
部
編
、

地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
編

が
加
わ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
活
発
な
研
究
活
動
が
展

開
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

３
．外
部
資
金
を
獲
得
し
て
研
究
活
動
を
行
う
大
学

　
本
学
で
は
、
研
究
の
た
め
に
積
極
的
に
外
部
資
金

を
獲
得
し
て
い
る
。
2
0
1
5
年
度
で
は
、
応
募
可

能
な
教
員
の
7
割
以
上
が
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に

応
募
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
新
規
採
択
率
は 

42
・

4
％
（
全
国
第
4
位
）
と
い
う
高
い
獲
得
率
を
得
て

い
る
。

　
領
域
を
み
る
と
、
過
去
5
年
間
の
新
規
採
択
件
数

を
ベ
ー
ス
と
し
た
細
目
別
採
択
件
数
に
お
い
て
、
高

齢
看
護
学
が
全
国
第
1
位
、
社
会
福
祉
学
第
3
位
な

ど
と
、
優
れ
た
成
果
を
示
し
て
い
る
。

　
科
学
研
究
費
助
成
事
業
以
外
で
は
、
栄
養
食
品
領

域
で
7
つ
の
委
託
研
究
を
活
発
に
実
施
し
、
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
戦
略
的
国
際
科
学
技
術
協
力

事
業
」
の
支
援
を
受
け
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ネ
パ
ー
ル

で
災
害
看
護
に
関
す
る
研
究
も
展
開
し
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
度
の
教
員
研
究
科
活
動
成
果
は
、
著

書
18
、
論
文
1
4
1
（
う
ち
英
文
7
）、
学
会
発
表

1
4
6
論
文
（
国
際
学
会
28
）
と
、
積
極
的
な
研
究

活
動
を
社
会
に
向
け
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
学
術

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
外
部
資
金
を
獲
得
し
つ
つ
、
積
極
的

に
国
際
的
・
学
際
的
な
研
究
活
動
の
活
性
化
を
推
進

す
る
。

４
．地
域
・
現
場
志
向
の
研
究
を
積
極
的
に
展
開
す
る

大
学

　
高
知
女
子
大
学
が
設
立
さ
れ
た
当
初
か
ら
の
「
現

場
に
入
り
、
現
場
の
問
題
を
研
究
課
題
と
し
て
解
決

す
る
姿
勢
」
が
、
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
近

年
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
研
究
課
題
に
お
い
て

も
、
看
護
や
福
祉
で
は
ケ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発
、

実
践
・
介
入
方
法
の
構
築
、
臨
床
判
断
・
ア
セ
ス
メ

ン
ト
方
法
の
明
確
化
な
ど
の
テ
ー
マ
が
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
看
護
学
部
で
は
、
高
知
県
看
護
協
会
と
共

同
で
、
1
9
9
4
年
か
ら
2
0
1
5
年
ま
で
、
毎
年

10
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
担
当
し
て
、
臨
床
の
看
護
師

と
研
究
を
指
導
す
る
役
割
を
担
い
、
高
知
県
の
看
護

師
の
研
究
力
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
社
会
福
祉

学
部
で
は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
包
括
的
連
携

の
中
で
臨
床
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
の
共
同
研
究
を

実
施
し
て
い
る
。

　
本
学
の
理
念
を
踏
ま
え
、
人
間
中
心
の
社
会
の
構

築
に
向
け
て
の
研
究
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る
た

め
の
研
究
、
さ
ら
に
激
変
す
る
科
学
・
社
会
に
対
応

す
る
た
め
の
研
究
な
ど
を
、
積
極
的
に
展
開
す
る
。

そ
の
た
め
に
、地
域
・
現
場
の
重
要
課
題
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
重
点
的
研
究
を
戦
略
的

に
実
施
し
、
地
域
お
よ
び
産
学
官
民
と
の
連
携
を
図

り
、
実
践
―
教
育
―
研
究
を
一
貫
し
て
行
う
地
域
社

会
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

社
会
連
携
の
特
徴

1
．開
か
れ
た
大
学
と
し
て
県
民
と
共
に
学
ぶ
活
動
を

展
開
す
る
大
学

　
高
知
女
子
大
学
が
設
置
さ
れ
て
2
年
後
の
1
9
5
1

年
に
は
第
一
回
公
開
講
座
を
開
講
し
、
活
発
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、文
部
省（
現
文
部
科
学
省
）

委
嘱
の
公
開
講
座
が
始
ま
る
と
、
高
知
女
子
大
学
は

積
極
的
に
参
画
し
、
国
立
大
学
の
参
加
な
ど
ほ
と
ん

ど
考
え
も
及
ば
な
い
時
代
に
、
毎
年
公
開
講
座
を
開

催
し
、
教
員
が
安
芸
市
や
中
村
市
（
現
四
万
十
市
）、

檮
原
村
（
現
梼
原
町
）
等
に
赴
き
、
講
演
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

教
育
の
特
徴

1
．新
た
な
知
に
挑
戦
す
る
大
学

　
本
学
は
、
新
た
な
学
問
を
築
く
こ
と
に
挑
戦
し
続

け
て
き
た
大
学
で
も
あ
る
。
1
9
4
9
年
に
設
立
さ

れ
た
高
知
女
子
大
学
は
、
家
政
学
部
生
活
科
学
科
を

設
置
し
、「
生
活
」
を
学
問
の
対
象
と
し
、「
生
活
科
学
」

と
い
う
新
た
な
学
問
を
創
出
す
る
と
い
う
大
き
な
使

命
を
担
っ
て
い
た
。

同
様
に
、1
9
5
2
年
に
家
政
学
部
に
増
設
さ
れ
た
看

護
学
科
は
、創
設
以
来「
看
護
と
は
何
か
」「
看
護
学
と
医

学
と
の
相
違
」な
ど
の
問
い
を
重
ね
、1
9
9
8
年
に
は

看
護
学
部
を
新
設
し
、看
護
学
の
構
築
に
貢
献
す
る
学
部

に
発
展
す
る
に
至
り
、そ
の
後
も
家
族
看
護
学
や
災
害
看

護
学
と
い
っ
た
新
た
な
知
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
礎
に
、
こ
れ

か
ら
も
大
学
全
体
と
し
て
「
新
し
い
価
値
観
の
創
造
」

に
挑
戦
し
、
新
し
い
学
問
分
野
を
開
発
す
る
こ
と
に

挑
戦
し
続
け
て
い
く
。

２
．実
践
の
学
を
志
向
す
る
専
門
職
者
を
育
成
す
る
大
学

本
学
は
、
終
戦
直
前
に
開
学
し
た
女
子
医
専
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
歴
史
か
ら
、
実
学
を
重
視
し
、
自
ら
が

考
え
、
主
体
的
に
課
題
を
解
決
す
る
実
践
者
、
教
職
、

栄
養
士
、
生
活
改
良
員
、
看
護
師
、
保
健
師
、
養
護
教

諭
な
ど
、
地
域
に
有
為
な
「
リ
ー
ダ
ー
」「
専
門
性
を

有
す
る
実
践
者
」
を
育
成
し
続
け
て
き
た
。
1
9
9
8

年
に
は
社
会
福
祉
学
部
が
新
設
さ
れ
、
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
を
、
看
護
学
部
で

は
助
産
師
、
健
康
栄
養
学
部
で
は
管
理
栄
養
士
を
養

成
し
て
い
る
。
保
健
医
療
福
祉
の
人
材
育
成
を
目
標

と
し
て
い
る
学
部
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
学
部
も
「
思

索
と
実
践
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
実
践
を
重
視

し
て
い
る
。

　
激
動
す
る
社
会
の
な
か
で
、
地
域
の
人
々
の
文
化
、

生
活
、
健
康
福
祉
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
す
る
専
門
職
者
を
育
成
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
本
学
の
使
命
で
あ
る
。

３
．学
生
と
共
に
創
る
教
育
・
地
域
志
向
教
育
を
理
念

と
す
る
大
学

　
創
設
時
よ
り
、
学
生
と
共
に
、
地
域
に
飛
び
込
み
、

地
域
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
行
っ
て
き
た
が
、
2
0
1
5

年
か
ら
、「
域
学
共
生
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
全
学
で

地
域
志
向
教
育
に
邁
進
し
て
い
る
。

　
現
在
、
学
生
は
自
ら
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む

実
習
を
行
っ
て
お
り
、
多
様
な
地
域
の
状
況
に
真
正

面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
で
、
主
体
的
に
考
え
、
実
行

し
て
い
く
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
専
門

性
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
や
他
分
野
の
専
門

職
者
と
協
働
し
て
包
括
的
な
取
り
組
み
を
企
画
し
て
、

チ
ー
ム
を
構
成
し
、課
題
解
決
に
向
け
て
活
動
を
リ
ー

ド
す
る
「
地
域
共
生
推
進
士
」
を
育
成
す
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
学
生
が
主
体
的
に
現
場
に
関
わ
り
、変
革
し
て
い
く
力

の
育
成
が
注
目
さ
れ
て
い
る
今
日
、学
生
が
参
画
す
る
地

域
志
向
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

４
．高
度
実
践
専
門
職
者
と
研
究
者
、教
育
者
を
育
成

す
る
大
学
院

　
1
9
9
8
年
に
看
護
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）、

2
0
0
1
年
に
人
間
生
活
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）

お
よ
び
健
康
生
活
科
学
研
究
科
（
博
士
後
期
課
程
）

が
開
設
さ
れ
た
。
2
0
1
1
年
に
は
、
看
護
学
研
究

科
に
共
同
災
害
看
護
学
専
攻
を
新
た
に
設
置
し
、
看

護
学
研
究
科
看
護
学
専
攻
（
前
期
課
程
・
後
期
課
程
）

２
．学
会
を
創
設
し
た
大
学

　
1
9
6
4
年
に
は
「
高
知
女
子
大
学
国
語
国
文
学

会
」、
1
9
6
8
年
に
は
「
高
知
女
子
大
学
食
物
栄
養

学
会
」
が
創
設
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

参
加
し
て
い
る
。
今
日
で
は
多
く
の
大
学
が
独
自
の

学
会
を
有
し
て
い
る
が
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
両
学
会
か
ら
遅
れ
て
、和
井
兼
尾
教
授
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、1
9
7
6
年
に
は
「
高
知
女
子
大
学

看
護
学
会
」
が
開
始
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
卒
業
生
が

駆
け
つ
け
、
14
テ
ー
マ
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
学
会
は
、
看
護
系
で
は
初
め
て
の
学
術
学
会
で
あ

り
、現
在
も
看
護
学
部
の
卒
業
生
、研
究
科
修
了
生
が
研

究
成
果
を
発
信
す
る
貴
重
な
場
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
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知
識
を
学
ぶ
な
ど
、
学
び
直
し
の
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
や
高

知
県
、
職
能
団
体
と
共
同
で
開
催
し
て
い
る
公
開
講

座
等
も
あ
り
、
現
場
の
専
門
職
者
に
と
っ
て
身
近
な

課
題
の
解
決
策
を
検
討
・
提
案
す
る
な
ど
の
活
動
も

行
っ
て
い
る
。

　
特
に
、
教
員
を
対
象
と
す
る
教
員
研
修
に
関
し
て

は
、
高
知
県
教
育
委
員
会
の
委
託
を
受
け
て
免
許
更

新
研
修
会
を
実
施
し
、
国
語
教
員
、
英
語
教
員
、
家
庭

科
教
員
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
な
ど
が
、
2
0
1
5

年
度
に
は
、
40
人
参
加
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
専
門
職
者
と
共
に
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
大
学
と
し
て
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し

続
け
る
。

３
．産
学
官
民
と
の
連
携
事
業
を
通
し
て
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
大
学

　
産
学
官
民
連
携
で
は
、「
行
政
機
関
」「
保
健
医
療

機
関
」「
専
門
職
能
団
体
」
と
の
連
携
を
主
に
図
っ
て

い
る
。
高
知
県
は
も
ち
ろ
ん
、
高
知
市
、
安
芸
市
、

土
佐
市
、
香
美
市
、
佐
川
町
、
津
野
町
、
高
知
医
療

セ
ン
タ
ー
と
包
括
的
連
携
協
定
を
結
び
、
多
面
的
な

協
働
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
度
に
は
、
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
て
、①
高
知
県
中
山
間
地
域
等
訪
問
看
護
師
育
成

講
座
（
11
人
）、②
高
知
県
新
任
保
健
師
研
修
会
（
4
回

実
施
）、③
地
域
医
療
連
携
体
制
強
化
業
務
（
22
回
実

施
）、④
高
知
県
介
護
職
員
喀
痰
吸
引
等
研
修
（
6
回

実
施
）
の
ほ
か
、
土
佐
市
と
の
連
携
事
業
と
し
て
⑤

と
さ
っ
子
健
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、⑥
土
佐
市
地
域
ケ
ア

会
議
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
8
回
実
施
）
な
ど
、
地
域
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
食
品
生
産
管
理
高
度

化
講
座
（
17
回
実
施
）
を
実
施
し
て
き
た
。

　
今
後
と
も
、
一
層
の
産
学
官
民
と
の
連
携
を
強
化

し
、
地
域
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む
大
学
と
し
て
発

展
し
て
い
く
。

「
県
民
大
学
」で
あ
り
続
け
る
こ
と

　
本
学
は
、
歴
史
や
理
念
を
伝
承
し
つ
つ
、
教
育
―

研
究
―
社
会
連
携
の
有
機
的
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
発
展
し
て
き
た
。
現
在
、
教
員
も
学
生
も

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

対
策
」
が
あ
る
。
大
学
全
体
で
災
害
に
関
す
る
教
育

に
取
り
組
み
、他
大
学
と
の
共
同
研
究
、国
際
的
研
究
、

学
際
的
研
究
の
ほ
か
、
行
政
や
職
能
団
体
、
N
P
O
、

市
民
と
連
携
し
た
社
会
連
携
活
動
を
活
発
に
展
開
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
し
て
高
知
新
聞

（
2
0
1
6
年
12
月
22
日
）
は
、「
昭
和
南
海
地
震
で

奔
走
し
た
女
子
医
専
の
思
い
が
受
け
継
が
れ
る
」
と
、

医
専
の
大
先
輩
か
ら
、
共
同
災
害
看
護
学
専
攻
博
士

課
程
の
学
生
へ
と
本
学
の
理
念
や
歴
史
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
報
道
し
て
い
る
。

　
伝
統
は
、
時
代
の
中
で
、
社
会
の
中
で
吟
味
さ
れ
、

鍛
え
上
げ
ら
れ
て
こ
そ
、「
伝
統
」
と
し
て
受
け
継
が

れ
、
発
展
し
て
い
く
。
本
学
は
、「
伝
統
を
つ
む
ぎ
、

伝
統
を
創
造
す
る
、
県
民
大
学
」
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
願
い
、
今
後
と
も
、「
地
方
の
時
代
」
に
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
基
盤
と
し
て
、
教
育
・
研
究
・

社
会
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
学
際
性
を
推
進
し
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
有
し
な
が
ら
も
、
い
つ
し
か

「
敷
居
の
高
い
大
学
」「
見
え
な
い
大
学
」
な
ど
と
の

評
価
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
た
が
、「
健
康
長
寿
セ
ン

タ
ー
」
を
2
0
1
0
年
4
月
、「
地
域
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
」
を
2
0
1
2
年
4
月
に
設
置
し
、
各
学
部
の

教
員
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
度
に
は
、
公
開
講
座
（
24
回
）、
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
（
46
回
）
な
ど
が
、
本
学
に
お
い
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
の
活
動
と
し
て
、
2
0
1
3

年
か
ら
学
生
に
よ
り
、「
立
志
社
中
」
の
活
動
が
開
始

さ
れ
た
。
立
志
社
中
は
、「
地
域
の
課
題
に
高
い
関
心

を
も
っ
た
学
生
が
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
学
内
だ
け
で
は
学
べ
な
い
こ
と

を
学
ぶ
」
活
動
で
あ
り
、
大
学
と
地
域
が
共
同
し
て
、

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
2
0
1
6
年
度
に
は
、
10
チ
ー
ム

4
0
0
名
以
上
の
学
生
が
、
高
知
県
内
に
お
け
る
地

域
の
課
題
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
と
も
、

教
職
員
、
学
生
と
も
ど
も
、
県
民
と
共
に
在
る
大
学

と
し
て
発
展
し
て
い
く
。

２
．専
門
職
者
に
頼
ら
れ
る
大
学

　
知
識
社
会
に
あ
っ
て
、
専
門
職
者
が
生
涯
学
び
続

け
、
専
門
職
者
と
し
て
の
知
識
・
技
術
を
習
得
で
き
る

環
境
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
大
学
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
。
本
学
で
は
、看
護
職
、社
会
福
祉
士
、介
護
職
員
、

管
理
栄
養
士
を
対
象
と
す
る
研
修
会
を
、
健
康
長
寿

セ
ン
タ
ー
、
看
護
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、
健
康
栄
養

学
部
で
、
専
門
職
者
を
対
象
と
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
（
参
加
者
1
，3
0
2
人
）、
ケ
ア
検
討
会
（
参
加
者

3
2
4
人
）
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
2
0
1
5
年
度

に
は
約
1
，6
0
0
人
の
参
加
者
が
本
学
等
で
最
新
の

と
人
間
生
活
学

研
究
科
人
間
生

活
学
専
攻（
前
期

課
程
・
後
期
課

程
）に
改
組
し
た
。

看
護
学
専
攻

は
、専
門
看
護

師
を
養
成
す
る

な
ど
、わ
が
国
で

も
先
駆
的
な
高

度
実
践
看
護
師

の
育
成
を
行
い
、

後
期
課
程
で
は

大
学
の
教
員
・

研
究
者
の
育
成
を
行
う
な
ど
、
高
度
な
専
門
性
を
有
す

る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
初
の
国
公
私

立
が
共
同
で
大
学
院
を
設
置
し
、
本
学
が
そ
の
責
任
校

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
共
同
災
害
学
専
攻
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
専
門
性
の
み
な
ら
ず
、

国
際
的
・
学
際
的
な
俯
瞰
的
視
野
に
立
っ
て
活
動
で
き

る
人
材
を
養
成
し
て
い
る
。

人
間
生
活
学
研
究
科
は
、
文
化
領
域
、
社
会
福
祉

領
域
、
生
活
科
学
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
学
際
的
な
学
問

的
探
求
を
行
う
全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
院
と

な
っ
て
い
る
。
多
く
の
学
生
が
働
き
な
が
ら
学
ん
で
お

り
、
ま
さ
し
く
地
域
の
知
の
基
盤
構
築
に
貢
献
し
て

い
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
大
学
院
に
お
け
る
試
み
は
、「
博
士
課

程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
が
ん
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
」
等
に
採
択
さ
れ

る
な
ど
、
本
学
全
体
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
く
、
国
際

的
・
学
際
的
な
交
流
の
開
始
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
基
に
、
2
0
1
6
年
に
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
今

後
さ
ら
に
、
国
際
的
・
学
際
的
な
知
の
世
界
を
自
由
に
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

研
究
の
特
徴

1
．高
知
女
子
大
学
早
期
か
ら
活
発
な
研
究
活
動
を
展

開
し
た
大
学

　
本
学
の
研
究
活
動
の
歴
史
を
「
紀
要
」
か
ら
振
り

返
る
。

　
高
知
女
子
大
学
紀
要
第
1
巻
は
1
9
5
2
年
に
発

刊
さ
れ
て
お
り
、「
人
文
・
社
会
系
」が
3
編
、「
自
然
系
」

が
10
編
の
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
か

ら
は
年
2
回
の
発
刊
と
な
り
、
第
2
巻
で
は
14
の
研

究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
県
花
の
「
や
ま
も
も

の
化
学
的
研
究
」
の
ほ
か
、「
高
知
県
の
山
村
に
お
け

る
食
・
衣
生
活
に
関
す
る
研
究
」「
高
知
市
山
手
に
お

け
る
恙
虫
に
関
す
る
研
究
」
等
々
、高
知
県
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
実
践
的
な
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

高
知
女
子
大
学
が
設
置
さ
れ
て
2
年
目
の
1
9
5
2

年
は
、
社
会
経
済
状
況
は
厳
し
く
、
研
究
環
境
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

な
か
、
紀
要
を
発
刊
し
、
研
究
活
動
を
社
会
に
発
信

し
て
い
く
と
い
う
学
問
へ
の
真
摯
な
姿
勢
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
第
5
巻
か
ら
第
47
巻
ま
で
は
、
家
政
学
部
は
自
然

科
学
編
に
、
文
学
部
は
人
文
・
社
会
科
学
編
に
分
化

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
48
巻
よ
り
順
次
、
社
会

福
祉
学
部
編
、
看
護
学
部
編
、
健
康
栄
養
学
部
編
、

地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
編

が
加
わ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
活
発
な
研
究
活
動
が
展

開
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

３
．外
部
資
金
を
獲
得
し
て
研
究
活
動
を
行
う
大
学

　
本
学
で
は
、
研
究
の
た
め
に
積
極
的
に
外
部
資
金

を
獲
得
し
て
い
る
。
2
0
1
5
年
度
で
は
、
応
募
可

能
な
教
員
の
7
割
以
上
が
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に

応
募
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
新
規
採
択
率
は
42
・

4
％
（
全
国
第
4
位
）
と
い
う
高
い
獲
得
率
を
得
て

い
る
。

　
領
域
を
み
る
と
、
過
去
5
年
間
の
新
規
採
択
件
数

を
ベ
ー
ス
と
し
た
細
目
別
採
択
件
数
に
お
い
て
、
高

齢
看
護
学
が
全
国
第
1
位
、
社
会
福
祉
学
第
3
位
な

ど
と
、
優
れ
た
成
果
を
示
し
て
い
る
。

　
科
学
研
究
費
助
成
事
業
以
外
で
は
、
栄
養
食
品
領

域
で
7
つ
の
委
託
研
究
を
活
発
に
実
施
し
、
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
戦
略
的
国
際
科
学
技
術
協
力

事
業
」
の
支
援
を
受
け
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ネ
パ
ー
ル

で
災
害
看
護
に
関
す
る
研
究
も
展
開
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
度
の
教
員
研
究
科
活
動
成
果
は
、
著

書
18
、
論
文
1
4
1
（
う
ち
英
文
7
）、
学
会
発
表

1
4
6
論
文
（
国
際
学
会
28
）
と
、
積
極
的
な
研
究

活
動
を
社
会
に
向
け
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
学
術

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
外
部
資
金
を
獲
得
し
つ
つ
、
積
極
的

に
国
際
的
・
学
際
的
な
研
究
活
動
の
活
性
化
を
推
進

す
る
。

４
．地
域
・
現
場
志
向
の
研
究
を
積
極
的
に
展
開
す
る

大
学

　
高
知
女
子
大
学
が
設
立
さ
れ
た
当
初
か
ら
の
「
現

場
に
入
り
、
現
場
の
問
題
を
研
究
課
題
と
し
て
解
決

す
る
姿
勢
」
が
、
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
近

年
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
研
究
課
題
に
お
い
て

も
、
看
護
や
福
祉
で
は
ケ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発
、

実
践
・
介
入
方
法
の
構
築
、
臨
床
判
断
・
ア
セ
ス
メ

ン
ト
方
法
の
明
確
化
な
ど
の
テ
ー
マ
が
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
看
護
学
部
で
は
、
高
知
県
看
護
協
会
と
共

同
で
、
1
9
9
4
年
か
ら
2
0
1
5
年
ま
で
、
毎
年

10
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
担
当
し
て
、
臨
床
の
看
護
師

と
研
究
を
指
導
す
る
役
割
を
担
い
、
高
知
県
の
看
護

師
の
研
究
力
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
社
会
福
祉

学
部
で
は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
包
括
的
連
携

の
中
で
臨
床
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
の
共
同
研
究
を

実
施
し
て
い
る
。

　
本
学
の
理
念
を
踏
ま
え
、
人
間
中
心
の
社
会
の
構

築
に
向
け
て
の
研
究
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る
た

め
の
研
究
、
さ
ら
に
激
変
す
る
科
学
・
社
会
に
対
応

す
る
た
め
の
研
究
な
ど
を
、
積
極
的
に
展
開
す
る
。

そ
の
た
め
に
、地
域
・
現
場
の
重
要
課
題
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
重
点
的
研
究
を
戦
略
的

に
実
施
し
、
地
域
お
よ
び
産
学
官
民
と
の
連
携
を
図

り
、
実
践
―
教
育
―
研
究
を
一
貫
し
て
行
う
地
域
社

会
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

社
会
連
携
の
特
徴

1
．開
か
れ
た
大
学
と
し
て
県
民
と
共
に
学
ぶ
活
動
を

展
開
す
る
大
学

高
知
女
子
大
学
が
設
置
さ
れ
て
2
年
後
の
1
9
5
1

年
に
は
第
一
回
公
開
講
座
を
開
講
し
、
活
発
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、文
部
省（
現
文
部
科
学
省
）

委
嘱
の
公
開
講
座
が
始
ま
る
と
、
高
知
女
子
大
学
は

積
極
的
に
参
画
し
、
国
立
大
学
の
参
加
な
ど
ほ
と
ん

ど
考
え
も
及
ば
な
い
時
代
に
、
毎
年
公
開
講
座
を
開

催
し
、
教
員
が
安
芸
市
や
中
村
市
（
現
四
万
十
市
）、

檮
原
村
（
現
梼
原
町
）
等
に
赴
き
、
講
演
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

教
育
の
特
徴

1
．新
た
な
知
に
挑
戦
す
る
大
学

　
本
学
は
、
新
た
な
学
問
を
築
く
こ
と
に
挑
戦
し
続

け
て
き
た
大
学
で
も
あ
る
。
1
9
4
9
年
に
設
立
さ

れ
た
高
知
女
子
大
学
は
、
家
政
学
部
生
活
科
学
科
を

設
置
し
、「
生
活
」
を
学
問
の
対
象
と
し
、「
生
活
科
学
」

と
い
う
新
た
な
学
問
を
創
出
す
る
と
い
う
大
き
な
使

命
を
担
っ
て
い
た
。

同
様
に
、1
9
5
2
年
に
家
政
学
部
に
増
設
さ
れ
た
看

護
学
科
は
、創
設
以
来「
看
護
と
は
何
か
」「
看
護
学
と
医

学
と
の
相
違
」な
ど
の
問
い
を
重
ね
、1
9
9
8
年
に
は

看
護
学
部
を
新
設
し
、看
護
学
の
構
築
に
貢
献
す
る
学
部

に
発
展
す
る
に
至
り
、そ
の
後
も
家
族
看
護
学
や
災
害
看

護
学
と
い
っ
た
新
た
な
知
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
礎
に
、
こ
れ

か
ら
も
大
学
全
体
と
し
て
「
新
し
い
価
値
観
の
創
造
」

に
挑
戦
し
、
新
し
い
学
問
分
野
を
開
発
す
る
こ
と
に

挑
戦
し
続
け
て
い
く
。

２
．実
践
の
学
を
志
向
す
る
専
門
職
者
を
育
成
す
る
大
学

本
学
は
、
終
戦
直
前
に
開
学
し
た
女
子
医
専
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
歴
史
か
ら
、
実
学
を
重
視
し
、
自
ら
が

考
え
、
主
体
的
に
課
題
を
解
決
す
る
実
践
者
、
教
職
、

栄
養
士
、
生
活
改
良
員
、
看
護
師
、
保
健
師
、
養
護
教

諭
な
ど
、
地
域
に
有
為
な
「
リ
ー
ダ
ー
」「
専
門
性
を

有
す
る
実
践
者
」
を
育
成
し
続
け
て
き
た
。
1
9
9
8

年
に
は
社
会
福
祉
学
部
が
新
設
さ
れ
、
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
を
、
看
護
学
部
で

は
助
産
師
、
健
康
栄
養
学
部
で
は
管
理
栄
養
士
を
養

成
し
て
い
る
。
保
健
医
療
福
祉
の
人
材
育
成
を
目
標

と
し
て
い
る
学
部
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
学
部
も
「
思

索
と
実
践
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
実
践
を
重
視
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